
SHEET DATE DESIGN

DRAWING_No.TITLE

１ １ てきーらサンドム

オペ／コン応用回路４

VCC

ｏｕｔ

（３）単安定マルチ

注：出力パルス幅より狭いこと

VCC

ｏｕｔ

（２）矩形波発振回路（１）方形波発振回路

ｉｎ

ｆ＝１／（０．６９３・Ｃ１・（２・Ｒ１＋Ｒ２））

Ｔ（ｈｉｇｈ）＝０．６９３・Ｃ１・（Ｒ１＋Ｒ２）

Ｔ（ｌｏｗ）＝０．６９３・Ｃ１・Ｒ１）

T(high)=1.1・C1・R2

VCC

ｏｕｔ

１ｋΩ

０．００１

０．０１

１００ｋΩ１０ｋΩ

０．１ ６５Ｈｚ６．２０ｋＨｚ ６２６Ｈｚ

６４２Ｈｚ６．１４ｋＨｚ

６．５２ｋＨｚ

５６．６ｋＨｚ

５８．１ｋＨｚ４１１ｋＨｚ

１ｋΩ

０．００１

０．０１

１００ｋΩ１０ｋΩ

０．１ ４９６Ｈｚ ５８Ｈｚ

５７０Ｈｚ４．８５ｋＨｚ３６．５ｋＨｚ

４５．３ｋＨｚ

３．９６ｋＨｚ

５．７７ｋＨｚ２９７ｋＨｚ

■Ｖｃｃ＝５Ｖ

2014.03.30 （初版）

ＣＭＯＳ版ＮＥ５５５
　ｆ＝１／（１．４・Ｒ１・Ｃ１）

ＮＥ５５５（バイポーラ)の場合は、
３ピン出力が非対称のため異なる
（下記参照）

バイポーラ版（左記回路）

2014.04.20 （二版）　C008 実験結果追記

★注：バイポーラ版では４ｐｉｎはopenでも一応可。
　　　ＣＭＯＳ版はＶＤＤ接続しないとノイズで
　　　リセットかかる。

■Ｖｃｃ＝１２Ｖ

注

注注注

Ｃ００８．タイマＩＣ応用回路（矩形波と単安定マルチは未確認）

Ｃ００８．タイマＩＣ応用回路（矩形波と単安定マルチは未確認）
Ｃ００８．タイマＩＣ応用回路（矩形波と単安定マルチは未確認）

Ｃ００８．タイマＩＣ応用回路（矩形波と単安定マルチは未確認）
Ｃ００８．タイマＩＣ応用回路（矩形波と単安定マルチは未確認）

2014.04.22 （三版）　C008 リセット配線追加。注記。

ｏｕｔ

Ｄｕｔｙ＝（Ｒ１＋Ｒ２）／（２・Ｒ１＋Ｒ２）

Ｃ００９．温度センサＣ００９．温度センサ

Ｃ０１０．ハイサイド定電流ソース（高精度）

Ｉｏｕｔ ＝ Ｖｉｎ／Ｒｓ

＋Ｖｉｎ

Ｃ０１１．ハイサイド定電流ソース（低価格）

－Ｖｉｎ

FETをPNP Trにするとベース電流分の誤差が出る。

Ｉｏｕｔ ＝ Ｖｉｎ／Ｒｓ

またはコモンモード許容入力電圧以下で使う。

なおかつ、出力オープン時にオペアンプ出力にＩｏｕｔ流れる。

2018.06.23 （五版）　C010 定電流ソース追加

レールtoレール入力オペアンプを使う。

分圧抵抗を流れる電流分誤差が出る。

なおかつ、分圧抵抗の精度にも影響を受ける。

出力電圧を高くする場合はレールtoレール出力オペアンプを使う。

2018.06.03 （四版）　C009 温度センサ追加(修正有り)。

ｏｕｔ

ｏｕｔ ＝ ３．２　ｘ　Ｖｆ　（Ｖｆと温度の関係は設計メモのPN接合の温度係数参照）

Ｃ００９．温度センサ(修正版)
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